
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24年 6月 11日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）： 本提案で作成した狭帯域フィルターを用い、すばる望遠鏡の広視野

カメラで遠方銀河団における星形成活動をマッピングする「MAHALOすばるプロジェクト」を実

行した。その結果、銀河団中心部から周辺領域へと広がる、大規模構造の存在が明らかになっ

た。また、星形成の活動性が、宇宙年齢とともに、銀河団の中心部から外側に向かって拡がっ

ていく様子が明らかになり、銀河団銀河の形成が中心から外側へと進行してきた実態が明らか

になった。 

 

研究成果の概要（英文）：Using the narrow-band filters that are manufactured with this 

grant, we have conducted the Mahalo-Suabru project which has been tracing large scale 

structures in and around distant clusters as traced by star forming galaxies. Moreover, 

star forming activities across different environments have been investigated in detail 

and it is revealed that galaxy formation takes place and propagates from cluster centers 

to outer regions with cosmic time. 
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銀河の性質は銀河を取り巻く環境に強く依

存していることが判っているが、その原因は

明らかでない。その理解のためには、銀河形

成のピークを迎える時代(宇宙年齢で 20-40

億年)に遡って、銀河の形成過程が環境にど

う依存していたかを直接調べる必要がある。 

狭帯域フィルターを用いて、選択効果にでき

るだけ依らずに宇宙の星形成史を探る研究

は、宇宙の一般的な領域（フィールド）にお

いては、キットピーク天文台や英国赤外線 

望遠鏡などでも近年行われてきているが、銀

河団領域ではまだ系統的に行われていない。 

 
２．研究の目的 

銀河形成のピーク期にその活動性が環境に

どのように依存しているかを探り、現在の銀

河の性質に見られる強い環境依存性の起源

を直接探ることが目標である。高密度領域で 

は銀河形成が加速的に起こる先天的効果と、

銀河同士の相互作用や合体によって銀河の

性質が変化する後天的効果があるが、後者が

どのくらい寄与しているかを明らかにする。 

 
３．研究の方法 

銀河形成のピーク期を網羅した、時代の異な

る既知の原始銀河団（高密度領域）をサンプ

ルし、そこにある銀河から放射される星形成

活動の優良な指標である H-alpha輝線（銀 

河団の距離に応じて赤方偏移している）を捕

らえられるように波長を微調整した狭帯域

フィルターをそれぞれ作成する。そしてその

フィルターを使って、原始銀河団に付随す 

る星形成銀河をすばる望遠鏡を用いて隈な

く探査する。そしてまず星形成銀河が形作る

銀河団構造を同定する。次にその構造に沿っ

て、銀河の密集度（環境）と銀河の星形成 

活動との関係を調べる。一方で銀河団とは違

う一般フィールドにおいて、同じフィルター

セットを用いて、同じ時代の星形成銀河の探

査を行い、銀河が疎な領域における星形成活

動を調べる。これらを比較、総合して、形成

途上期の銀河の活動性が、環境にどう依存し

ているかを突き止める。 

 
４．研究成果 

まず、すべての原始銀河団サンプルについて、

星形成銀河が織りなす銀河団の内部構造や

それを取り囲む大規模構造を発見した。非常

に高密度の領域から疎な領域まで銀河の環

境は多様であることが判った。その次に星形

成活動の強さ（単位質量あたりの星形成率）

を環境の関数として比べたところ、ある銀河

団については、非常に密度の高い領域で星形

成活動が一般フィールドに比べ強くなって

いる傾向をみつけた。しかし他の銀河団では

環境による違いが見られなかったことから、

銀河団にもその進化度合いに分散があるこ

とが明らかになった。一方で、赤い色をした

ダストの吸収を強く受けた、特別な進化段階

（モード）にあると考えられる星形成銀河は、

高密度環境に選択的に見られることを明ら

かにした。従って、これらの銀河は何らかの

外的要因によって形成活動に変化を来しつ

つある、環境効果解明の鍵を握る銀河種族で

あることが判明した。今後はこのサンプルに

対して、分光追求観測や内部構造を探る面分

光観測を行うことによって、これらの内部で

どのような物理過程が作用しているかを突

き止め、環境効果の起源を明らかにすること

ができる。 
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